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軽自動車税の納税通知書を送付します
　平成３０年度軽自動車税納税通知書を５月１日（火）に発送します。納期限は５月３１日（木）です。必ず納期限まで
に納めましょう。納期内に限り、コンビニエンスストアやインターネットからも納付することができます。
　軽自動車税は、毎年４月１日現在、軽自動車やバイクなどを所有している方に課税されます。実際に所有していなく
ても、廃車または名義変更の手続きを済ませていない場合は課税されますので、ご注意ください。
※軽自動車税には月割課税制度がなく、４月２日以降に廃車や名義変更をされても、その年度の軽自動車税は全額納
めていただくことになっています

●口座振替の方はご注意を
　「軽自動車税の車検用納税証明書」
軽自動車税の口座振替日は５月３１日(木)です。５月３０日（水）までに車検を受ける方は、平成２９年度の納税証明書
でも有効です。
　平成３０年度の車検用の納税証明書（ハガキ）の送付はインターネットから納付された方も含めて６月中旬を予定し
ています。口座振替の方でこれ以前に車検を受ける方は、振替記帳済の預金通帳を持参し、税務課または各地域事
務所で納税証明書を受け取ってください。なお、車検は一カ月前から受けることができます。
●軽自動車税の税率について
　平成３０年度の税率は、次のとおりとなります。三輪以上の軽自動車については、初度検査年月によって適用され
る税率が異なります。平成２９年度グリーン化特例（軽課）対象であった車両は、平成３０年度から「平成２７年４月以
降」欄の税率になります。（軽減は平成２９年度分のみです）
【重課】初度検査年月から１３年を経過した三輪以上の軽自動車が該当となります。（平成３０年度は、初度検査年月
が平成１６年４月から平成１７年３月までの車両が新たに重課となります。）
【軽課】初度検査年月が平成２９年４月から平成３０年３月までの三輪以上の軽自動車で、排出ガス性能および燃費
性能の優れた環境負荷の小さいものについては平成３０年度に限り税額が軽減されます。

【種別および税率（一台当り税額）】
●原動機付自転車および二輪車など

●三輪および四輪以上の軽自動車

●三輪および四輪以上の軽自動車のグリーン化特例

税率１　電気軽自動車または天然ガス軽自動車（平成30年排出ガス規制適合または平成２１年排出ガス基準１０％低減）   
税率２　乗用：排出ガス性能要件（※）かつ平成３２年度燃費基準＋３０％達成車      
　　　　貨物：排出ガス性能要件（※）かつ平成２７年度燃費基準＋３５％達成車      
税率３　乗用：排出ガス性能要件（※）かつ平成３２年度燃費基準＋１０％達成車      
　　　　貨物：排出ガス性能要件（※）かつ平成２７年度燃費基準＋１５％達成車
　　　  （※）：平成30年排出ガス基準50％低減または平成17年排出ガス基準75％低減

車種 区分 年税額 車種 区分 年税額

原動機付
自転車

50ｃｃ以下 2,000円
軽自動車

雪上車 3,600円

90ｃｃ以下 2,000円 二輪のもの 3,600円

125ｃｃ以下 2,400円 二輪の小型自動車 6,000円

ミニカー 3,700円 二輪の被けん引車 3,600円

小型特殊
農耕作業用自動車 2,400円

その他 5,900円

車種 区分
年税額

初度検査年月が
平成27年3月以前の車両

初度検査年月が
平成27年4月以降の車両

初度検査年月が
平成17年3月以前の車両

軽自動車

三輪のもの 3,100円   3,900円   4,600円

四輪以上のもの

乗用
営業用 5,500円   6,900円   8,200円

自家用 7,200円 10,800円 12,900円

貨物
営業用 3,000円   3,800円   4,500円

自家用 4,000円   5,000円   6,000円

車種 区分
年税額

税率1 税率2 税率3

軽自動車

三輪のもの 1,000円 2,000円 3,000円

四輪以上のもの

乗用
営業用 1,800円 3,500円 5,200円

自家用 2,700円 5,400円 8,100円

貨物
営業用 1,000円 1,900円 2,900円

自家用 1,300円 2,500円 3,800円

■照会先　税務課　☎23-8874（直通）　FAX 21-2308

危機管理課　☎ 23-7736
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※ 防災行政無線の放送は、通常時には屋外で聞き取ることができる
音量で放送しています。そのため、屋内は聞き取り難い場合もあります
がご理解ください。災害時など避難勧告等を放送する場合は最大音量
で放送します。

　上記の訓練に併せて、災害図上訓練・避難訓練を開催します！参加ご希望の方は危機管理課へお申し込みください。
■日時：5月27日（日）午前8時30分〜正午 　■場所：武芸川事務所
■定員：30人程度（申込順）　　　　　　　■対象：関市民の方ならどなたでも
■申込締切：5月15日（火）まで

同時開催！
申込・照会先 危機管理課　☎ 23-7736

関市あんしんメール

携帯電話、パソコンのアドレスで
登録できます。
皆さん、ぜひ登録しましょう。
https://service.sugumail.com/
seki-anshin/

　市では、避難勧告などの防災情報、気象情報、防犯情報、イ
ベント・行事情報などを「関市あんしんメール」で配信していま
す。災害などの情報を、いち早く文字で知ることで被害軽減に
役立てましょう。
※ 「関市あんしんメール」では、防災行政無線の放送内容も、
配信しています。放送が聞き取りにくい場合には電話確認サー
ビス（通話料無料）もありますので、ご利用ください。
（通話料無料☎０８００―２００―８７７３）

◆照会先　危機管理課　☎23-7736　 24-4119

関市あんしんメールの配信内容 ※設定により受け取る内容を選択できます

防災情報
地震、台風、大雨、大雪に関する

情報、避難情報など
気象情報

関市に警報が発表・解除された場

合にお知らせします

防犯情報 不審者情報、オレオレ詐欺など 生活安全情報
行方不明者捜索、食中毒、クマ出

没（有害鳥獣情報）など

イベント・行事情報
同 報 無 線でお 知らせしたイベン

ト・行事、各種募集など
リサイクル・環境情報 資源回収やごみ収集など
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農園☆婚活 バーベキュー 関市婚活プロジェクト

関市婚活サポートセンターハッピークローバーでは、

婚活中のあなたの出会いを応援します！

会場は、農園の中にあるバーベキューハウスが会場です。

開放的な空間で、夏にむかってステキな出会いをＧＥＴ♪

●日　　時：６月１7日（日）午前１０時3０分～午後3時（予定）　　
●受　　付：午前10時から
●場　　所：ふる里農園　美の関（大杉567-10）
●内　　容：自己紹介タイム、BBQ、フリータイム　など
●定　　員：男女各２０人（応募多数の場合は抽選。初めての方を優先させていただく場合があります。）
●応募要件：20～３0歳代までの独身男女
　　　　　　※ただし、男性は関市婚活サポートセンター登録者または、市内在住、在勤のいずれかに該当する方
●参  加   費：男性４,000円、女性３,000円
●申込期限：５月25日(金)　午後5時まで
●申込方法：中央公民館、各地域婚活サポートセンターに設置の申込用紙に必要事項を記入の上、中央公民館へ持
　　　　　　参、郵送、またはＦＡＸ。パソコンやスマホから、右下のＱＲコードを利用して市専用申込みサイトから
　　　　　　の申し込みも可能です。電話でのお申し込みは受付できません。※締切り後、案内を郵送します。
　　　　　　(ＵＲＬ https://www.city.seki.lg.jp/jform/konkatu1８.html)
●照  会  先：わかくさ・プラザ　 学習情報館　中央公民館内　
　　　　　  関市婚活サポートセンター　 ハッピークローバー（☎２３－７７７６　FAX２３－７７７８）

平成３０年度 関市シニア・アドバンス講座（旧関市さわやか学級）受講生募集
対 象
定　　員
場　　所
時　　間
受  講  料
申込 方法

締 め 切り
結果 通知

申  込  先

講 座予定

1
2
3
4
5
6

7
8

9

10

<生涯学習きらめきコース＞

市内在住または在勤の６５歳以上の方で、原則全回受講できる方
１２０人（定員を超える場合は抽選にて決定します。）
わかくさ・プラザ「学習情報館」
午後１時３０分～３時３０分　講座の内容によって、必要な場合は実習材料費を徴収します。
昨年度と同様に、全講座の実習材料費￥2,000円を開講前に前納していただきます。
はがきに必要事項（①｢シニア・アドバンス講座応募」②郵便番号③住所④氏名⑤ふりがな
⑥性別⑦年齢⑧電話番号⑨班の希望（１G・2G・3GまたはA・B）を記入して郵送するか、中央公民
館備え付けのはがきに記入して応募してください。
５月１６日（水）午後５時必着
受講が確定した方には、講座の案内を５月２８日(月)までにはがきで通知します。
講座がスタートする前（6月7日(木)）までに全講座の実習材料費を納めてください。
〒501-3802　関市若草通２丁目１番地　中央公民館　
シニア・アドバンス講座（旧さわやか学級）担当まで　☎23-7776、FAX23-7778

講座No. グループ 期　　日 講座名 対象人数 材料費 講師 会場

1
1G 6月29日(金)

エコクラフトで
かご作り

40
700円 エコクラフト講師　小島　由美氏 創作実習室2G 7月 6日(金) 40

3G 7月13日(金) 40
2 全 8月 4日(土)成人大学との共催 みる・きく・うたう♪吹奏楽 120 さくらウインドオーケストラ 多目的ホール

3 全 8月31日(金) 音友達（おともだちと）
思いっきり歌おう！ 120 音楽講師　安藤磨実子氏 多目的ホール

4
1G 9月 7日(金)

グループで仲良く
お菓子づくり

40
500円 国の職業訓練指導員　平松久美子氏　 調理実習室2G 9月14日(金) 40

3G 9月21日(金) 40

5
Ａ 10月 5日(金) 紙芝居で知る

「修験者 円空の生涯」
60

紙芝居劇団 濃州関孫六座（座長　原　康博氏） 音楽室
Ｂ 10月12日(金) 60

6
1G 11月 2日(金)

クリスマスの
アレンジメント

40
800円 プランタン花の店　社長　平野　陽子氏 創作実習室2G 11月 9日(金) 40

3G 11月16日(金) 40
7 全 12月 7日(金) ♥元気100倍体操♥ 120 スタジオスクエア代表　富田　章子氏 多目的ホール

計 2,000円
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就職セミナー関市役所
   ～関市職員と話そう！～
関市役所へ就職を希望される就活生などを対象に、就職セミナーを開催します。

尾関市長直々に関市の魅力について語ります！

また、若手職員が仕事のやりがいや業務内容などを紹介し、みなさんの疑問にお答えします。

試験のこと、採用後のこと、気軽に何でも聞けるチャンスです！

と き
と こ ろ
対 象

内 容

定 員
申込期限
申込方法

照 会 先

■
■
■

■

■
■
■

■

５月２５日（金）午後1時30分～4時30分（予定） 受付 午後1時10分～
関市役所 6階 大会議室
本年度実施予定の「新卒等採用Ⅰ、Ⅱ」の各試験区分および受験資格に該
当する方。ただし、来年の3月に高校を卒業見込みの方は、対象外となりま
す。新卒等採用Ⅰ、Ⅱの試験区分については、広報せき４月号もしくは、関市
ホームページ（http://www.city.seki.lg.jp）にてご確認ください。 
★市長からのメッセージ　★先輩職員からのメッセージ   
★先輩職員とのグループトーク（少人数の座談会形式）★庁舎見学など
50人程度（先着順）       
５月２１日（月）
①電話でのお申し込み　TEL：0575-23-9214（秘書課直通）
②Ｅメールでのお申し込み　e-mail：hisho＠city.seki.lg.jp
・Eメールの場合は、タイトルを「就職セミナー申込み」とし、本文に
「名前、年齢、学校名、携帯番号、希望の職種、グループトークで聞い
てみたいこと、庁舎見学の有無」を入力して上記アドレスへ送信。
秘書課

関市役所のこと、

もっと知ろう！

照会先 せきしんふれ愛アリーナ（関市総合体育館）　温水プール　（☎ 23-7762）

水上アスレチックで
遊ぼう！●日　　程

●時　　間
●参  加  費
●対　　象

●持  ち  物
●申込方法

●定　　員
●遊具提供
●実施概要

●そ  の  他

6月3日（日）
午前9時〜10時30分
1人　600円（税込） ※別途入場料が必要です。
年少〜小学生まで
※小学2年生以下の児童・幼児は保護者の付き添いが必要です。
※保護者は18歳以上とし（高校生不可）、保護者1人につき、児童・
幼児は2人までとします。なお、保護者様も参加費と入場料をいただきます。
水着、水泳帽、タオル、ゴーグル
5月9日（水）午後1時〜5月16日（水）午後8時までにせきしんふれ愛アリーナ
地下1階温水プール窓口にてお申し込みください。
※先着順となります。（電話受付はございません）
お子様の定員先着60人
㈱コパン　専用水上遊具　　
水上に浮かぶ大きな遊具を使って様々な遊びを体験していただきます。好奇心
旺盛なお子様のご参加をお待ちしています。
開催期間中は、一般利用者の使用レーンを一部制限させていただきます。

写真はイメージです。実際はとは異なる場合があります。
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平
成
30
年
市
議
会
第
１
回
定
例
会
を
、
２
月

19
日
か
ら
３
月
20
日
ま
で
の
30
日
間
、
開
催
し

ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
で
は
、
条
例
関
係
20
件
、
一
般

議
案
５
件
、
補
正
予
算
12
件
、
新
年
度
予
算
12

件
、
人
事
案
件
２
件
、
議
員
提
案
２
件
の
、
合

わ
せ
て
53
件
を
審
議
し
ま
し
た
。
審
議
日
程
は

次
の
と
お
り
で
し
た
。

▼
２
月
19
日
の
本
会
議
１
日
目
は
、
会
期
を
30

日
間
と
決
め
た
後
、
議
案
の
説
明
が
行
わ
れ
、

関
市
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し

た
。
ま
た
、
新
年
度
予
算
を
審
査
す
る
た
め
、

議
長
を
除
く
21
人
の
委
員
で
構
成
す
る
新
年
度

予
算
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
委
員
長
に
市

川
隆
也
委
員
、
副
委
員
長
に
松
田
文
男
委
員
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

▼
２
月
28
日
の
本
会
議
２
日
目
は
、
議
案
に
対

す
る
質
疑
を
行
い
、
関
市
職
員
の
退
職
手
当
に

関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
な
ど
12

件
を
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。

　

関
市
基
金
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、
平

成
29
年
度
関
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
９
号
）

な
ど
22
件
を
そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
各
常
任
委
員
会

に
、
平
成
30
年
度
関
市
一
般
会
計
予
算
な
ど
12

件
の
新
年
度
予
算
を
特
別
委
員
会
に
付
託
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
代
表
質
問
と
一
般
質
問
を
行
い
、

通
告
者
13
人
の
う
ち
４
人
が
、
当
局
の
姿
勢
や

方
針
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

▼
３
月
２
日
の
本
会
議
３
日
目
は
、
５
人
が
一

般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

▼
５
日
の
本
会
議
４
日
目
は
、
４
人
が
一
般
質

問
を
行
い
ま
し
た
。

▼
７
日
～
15
日
は
各
常
任
委
員
会
及
び
新
年

度
予
算
特
別
委
員
会
で
付
託
案
件
の
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

▼
20
日
の
本
会
議
５
日
目
は
、
各
常
任
委
員
長

と
新
年
度
予
算
特
別
委
員
長
か
ら
付
託
案
件

の
委
員
会
審
査
結
果
の
報
告
が
行
わ
れ
、
討

論
、
採
決
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
す
べ
て
の
議

案
を
可
決
し
ま
し
た
。
次
に
、
追
加
上
程
さ
れ

た
、
平
成
29
年
度
関
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
11
号
）
な
ど
補
正
予
算
３
件
お
よ
び
、
関

市
教
育
委
員
会
の
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て

可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
方
議
会
議

員
の
厚
生
年
金
へ
の
加
入
を
求
め
る
意
見
書

な
ど
議
員
提
案
２
件
を
可
決
し
、
今
定
例
会
に

付
議
さ
れ
た
案
件
を
す
べ
て
議
了
し
閉
会
し

ま
し
た
。

 

代
表
・
一
般
質
問

　
み
ん
な
の
就
職
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

質
問　

取
組
内
容
は

　

答
弁　

み
ん
な
の
就
職
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
は
、
夏
頃
に
市
役
所
北
庁
舎
２
階
に
開
設
し
、

若
者
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
幅
広
い
年
代
の
様
々

な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
求
職
相
談
や

事
業
者
の
人
材
確
保
の
課
題
に
対
応
し
た
求
人

相
談
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。
事
業
内
容
と

し
て
、
①
求
職
者
支
援
事
業
で
は
、
多
く
の
方

へ
の
求
職
支
援
に
取
り
組
む
な
か
で
も
、
特
に

子
育
て
中
、
子
育
て
終
了
後
の
女
性
や
高
齢
者

の
求
職
相
談
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
近
隣
の
大
学
や
高
校
に
出
向

い
て
、
就
職
フ
ェ
ア
の
開
催
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
の
紹
介
な
ど
を
通
じ
て
、
市
内
企
業
の
魅

力
を
発
信
し
、
若
年
層
の
人
材
確
保
に
取
り
組

み
ま
す
。
②
事
業
者
支
援
事
業
で
は
、
企
業
に

出
向
い
て
、
具
体
的
な
人
材
確
保
な
ど
の
課
題

を
聞
き
、
企
業
と
連
携
し
て
課
題
解
決
に
向
け

た
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
合
同
企
業
説
明
会
な
ど
を
企
画
・

開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
③
連
携
支
援

事
業
で
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
岐
阜
県
、
岐
阜

県
中
小
企
業
総
合
人
材
確
保
セ
ン
タ
ー
、
関
市

雇
用
促
進
協
議
会
な
ど
と
連
携
を
図
る
こ
と
で

包
括
的
な
支
援
体
制
を
構
築
し
、
就
職
に
つ
な

が
る
セ
ミ
ナ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
求
職
者
、

事
業
者
に
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
公
園
・
遊
具
の
整
備

質
問　

平
成
30
年
度
予
算
で
の
整
備
内
容
は

　

答
弁　

平
成
30
年
度
に
お
い
て
は
、
公
園
の

新
設
を
２
カ
所
、
公
園
・
広
場
の
遊
具
整
備
を

３
カ
所
行
い
ま
す
。

　

新
設
す
る
公
園
は
、
郊
外
型
の
公
園
と
し
て
、

多
く
の
子
ど
も
が
遊
び
、
高
齢
者
の
憩
い
の
場

と
な
る
よ
う
上
白
金
地
内
の
約
１
，
０
０
０
㎡

の
土
地
に
複
合
遊
具
、
健
康
遊
具
、
ト
イ
レ
な

ど
を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
が
気
軽
に

遊
び
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
な
る
よ
う
上

之
保
事
務
所
に
隣
接
す
る
約
60
㎡
の
土
地
に
す

べ
り
台
、
ブ
ラ
ン
コ
を
整
備
し
ま
す
。

　

遊
具
整
備
を
行
う
公
園
・
広
場
と
し
て
は
、

中
池
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク
内
に
、
新
た
に
幼
児

向
け
の
複
合
遊
具
を
設
置
し
ま
す
。
既
設
の
大

型
遊
具
は
幼
児
用
で
な
い
こ
と
や
、
駐
車
場
か

ら
離
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
駐
車
場
に
近
い
場

所
に
整
備
し
ま
す
。
武
芸
川
地
区
の
中
央
ふ
れ

あ
い
の
広
場
に
、
遊
具
が
老
朽
化
に
よ
り
撤
去

さ
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
た
め
、
新
た
に
複
合
遊

具
を
設
置
し
ま
す
。
洞
戸
運
動
公
園
芝
生
広
場

に
、
平
成
30
年
度
か
ら
３
年
を
か
け
て
順
次
遊

具
を
増
設
す
る
計
画
で
、
平
成
30
年
度
は
ス
カ

イ
ロ
ー
プ
を
設
置
し
ま
す
。

　
電
子
黒
板
の
全
ク
ラ
ス
設
置

質
問　

授
業
時
間
の
変
化
は

　

答
弁　

現
在
、
電
子
黒
板
を
各
教
室
に
１
台

ず
つ
設
置
で
き
て
い
る
小
規
模
校
で
は
、
毎
日
、

市
議
会
第
1
回
定
例
会

平
成
30
年
度
予
算
案
を
審
議
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様
々
な
教
科
で
電
子
黒
板
を
活
用
し
て
い
ま
す

が
、
各
階
に
１
台
の
み
の
設
置
と
な
っ
て
い
る

中
・
大
規
模
校
で
は
、
電
子
黒
板
の
移
動
に
大

変
手
間
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
小
規
模
校
と
比

べ
る
と
活
用
頻
度
が
少
な
い
の
が
実
情
で
す
。

学
校
か
ら
は
、
電
子
黒
板
の
数
が
少
な
く
、
移

動
が
大
変
な
の
で
台
数
を
増
や
し
て
ほ
し
い
と

い
う
要
望
が
出
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
に
小
中
学
校
の
全
ク
ラ
ス
に
電

子
黒
板
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
今
ま
で
の
よ
う

な
電
子
黒
板
を
移
動
さ
せ
る
と
い
う
負
担
が
な

く
な
り
、
ど
の
授
業
で
も
す
ぐ
に
利
用
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
電
子
黒
板
の
活
用
に

よ
り
、
各
学
校
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
使

用
し
た
授
業
の
時
間
数
が
増
加
す
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
30
年
度
は
、
全
小
学
校

に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
６
台
ず
つ
導
入
す
る
予
定
で

あ
り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
と
組
み
合
わ
せ
た
活

用
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
へ
の
活
用
に
よ
り
、

市
全
体
と
し
て
電
子
黒
板
に
よ
る
授
業
時
間
数

は
、
飛
躍
的
に
増
え
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
自
治
会
等
の
市
民
要
望

質
問　

要
望
に
対
す
る
平
成
30
年
度
予
算
で
の
取
組
は

　

答
弁　

自
治
会
や
区
な
ど
か
ら
の
約
８
０

０
件
の
要
望
の
う
ち
、
道
路
の
舗
装
補
修
や
側

溝
の
改
修
な
ど
市
で
対
応
可
能
な
も
の
は
６
７

１
件
、
そ
の
う
ち
予
算
措
置
し
た
も
の
は
１
８

９
件
で
、
割
合
に
し
て
約
３
割
弱
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
予
算
措
置
し
た
要
望
の
う
ち
、

１
件
１
０
０
万
円
以
上
の
も
の
は
72
件
で
、
主

に
道
路
の
舗
装
、
水
路
の
改
修
、
公
民
セ
ン
タ

ー
の
改
修
な
ど
で
す
。

　

地
域
か
ら
の
要
望
に
対
し
て
は
、
現
地
確
認

を
行
っ
た
上
で
優
先
度
の
高
い
箇
所
か
ら
予
算

を
計
上
し
ま
し
た
が
、
今
後
も
緊
急
性
な
ど
を

勘
案
し
て
、
可
能
な
限
り
要
望
に
応
え
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
地
域
内
バ
ス
の
運
行

質
問　

公
共
交
通
再
編
実
施
計
画
策
定
の
進
捗
状
況
は

　

答
弁　

公
共
交
通
の
再
編
実
施
計
画
は
、
第

５
次
総
合
計
画
の
な
か
で
、
平
成
31
年
度
に
策

定
す
る
計
画
と
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
は
、
関
商
工
高
等
学
校
な
ど
に
向

か
う
関
上
之
保
線
の
高
校
直
行
バ
ス
の
運
行
や
、

武
儀
と
上
之
保
の
地
域
内
バ
ス
の
統
合
運
行
を

開
始
し
、
上
之
保
地
域
の
方
が
地
域
内
バ
ス
で

乗
り
換
え
ず
に
武
儀
地
域
の
ス
ー
パ
ー
や
ド
ラ

ッ
グ
ス
ト
ア
ま
で
買
い
物
に
行
け
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
30
年
度
に
お
い
て
は
、

再
編
実
施
計
画
の
策
定
を
意
識
し
な
が
ら
、
市

街
地
の
循
環
線
や
デ
マ
ン
ド
バ
ス
、
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
な
ど
の
運
行
の
見
直
し
を
検
討
し
、

利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
に
向
け
て
早
急
に
改

善
で
き
る
も
の
は
、
先
行
し
て
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

再
編
実
施
計
画
の
策
定
に
お
い
て
は
、
市
全
域

で
の
効
率
的
な
運
行
へ
の
見
直
し
の
ほ
か
、
持
続

可
能
な
公
共
交
通
の
運
営
を
行
っ
て
い
く
た
め
の

統
一
的
な
運
賃
体
系
の
構
築
や
、
地
域
内
バ
ス
の

有
償
運
送
へ
の
移
行
に
つ
い
て
も
、
運
行
事
業
者

を
は
じ
め
地
域
の
利
用
者
の
皆
さ
ん
と
協
議
を
し

て
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
子
育
て
支
援

質
問　

子
育
て
期
間
全
体
を
通
し
た
総
合
的
な

資
料
を
提
示
し
て
は

　

答
弁　

第
５
次
総
合
計
画
に
お
い
て
人
口
減
少

問
題
を
大
き
な
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
る
に
あ
た

り
、
子
育
て
支
援
を
重
要
な
政
策
の
柱
と
し
て
、

福
祉
や
教
育
な
ど
様
々
な
分
野
で
施
策
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。
平
成
30
年
度
は
保
育
料
の
軽
減
や

子
育
て
応
援
券
な
ど
、
子
育
て
世
代
の
な
か
で
も

比
較
的
収
入
の
少
な
い
若
い
世
代
へ
の
支
援
に
重

点
を
置
き
ま
す
が
、
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
を
描
く
た

め
の
総
合
的
な
情
報
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
、
市
の
子
育
て
支
援
ガ
イ
ド
「
え
が
お
満
点

せ
き
っ
こ
す
く
す
く
な
び
」
と
い
う
冊
子
の
中
で
、

年
齢
に
応
じ
た
支
援
を
一
覧
表
に
し
た
年
齢
別
カ

レ
ン
ダ
ー
を
載
せ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
世
帯
の

移
住
定
住
施
策
と
し
て
、
様
々
な
市
の
施
策
を
パ

ッ
ケ
ー
ジ
に
し
て
、
他
市
の
子
育
て
世
代
の
方
が

総
合
的
な
判
断
が
で
き
る
よ
う
な
も
の
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
自
殺
対
策

質
問　

地
域
自
殺
対
策
計
画
の
策
定
状
況
は

　

答
弁　

平
成
28
年
４
月
よ
り
施
行
さ
れ
た
改

正
自
殺
対
策
基
本
法
に
よ
り
、
市
町
村
は
自
殺

対
策
計
画
を
定
め
る
よ
う
に
規
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
本
市
に
お
い
て
は
、
警
察
庁
自
殺
統

計
や
自
殺
実
態
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
を
活
用
し
、
市

の
自
殺
の
実
態
を
把
握
す
る
と
こ
ろ
ま
で
行
っ

て
お
り
、
今
後
、
自
殺
対
策
計
画
の
策
定
に
向

け
て
、
市
民
の
意
識
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
、

庁
内
各
課
の
自
殺
対
策
と
結
び
つ
く
事
業
の
洗

い
出
し
、
自
殺
対
策
運
営
協
議
会
の
設
置
な
ど

を
平
成
30
年
度
よ
り
進
め
、
平
成
31
年
度
中
に

計
画
を
策
定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
県
が
平
成
30
年
度
に
策
定
予
定
の
第

３
期
計
画
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
策
定
作

業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
４
月
に

設
立
さ
れ
た
県
の
地
域
自
殺
対
策
推
進
セ
ン
タ

ー
に
も
技
術
的
な
支
援
を
受
け
る
ほ
か
、
自
殺

対
策
を
推
進
す
る
指
導
者
の
育
成
、
自
死
遺
族

へ
の
支
援
な
ど
に
つ
い
て
も
助
言
や
支
援
を
受

け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
地
域
委
員
会

質
問　

事
業
の
実
績
は

　

答
弁　

地
域
委
員
会
で
は
、
文
化
・
学
習
・

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
事
業
、
防
犯
防
災
事
業
、
子
育

て
・
若
者
事
業
、
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
事
業
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
生
か
し
た
活
動
を
地
域

振
興
計
画
に
基
づ
き
な
が
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
富
野
地
域
で
は
、
支
部
社
協

と
協
力
し
て
買
い
物
支
援
事
業
や
お
年
寄
り
が

困
っ
た
時
な
ど
に
立
ち
寄
れ
る
場
所
と
し
て

「
お
年
寄
り
１
１
０
番
」
を
立
ち
上
げ
、
田
原

地
域
で
は
、
民
家
を
借
り
て
、
月
１
回
高
齢
者

や
そ
の
家
族
が
交
流
し
情
報
交
換
を
行
う
「
田

原
み
ん
な
の
お
う
ち
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
板
取
地
域
で
は
、
百
件
以
上
あ
る
空
き

家
に
つ
い
て
、
そ
の
持
ち
主
へ
の
意
向
調
査
を

行
い
、
貸
し
出
せ
る
家
、
手
放
し
た
く
な
い
家
、

危
険
な
た
め
取
壊
し
が
必
要
な
家
な
ど
を
明
ら

か
に
す
る
活
動
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
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保
育
の
質
の
向
上

質
問　

市
の
課
題
お
よ
び
取
組
状
況
は

　

答
弁　

幼
児
期
の
保
育
の
ハ
ー
ド
面
に
つ

い
て
は
、
西
部
保
育
園
の
新
築
や
各
保
育
園
の

耐
震
補
強
工
事
が
平
成
28
年
度
ま
で
に
全
て
完

了
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
富
岡
保
育
園
の
増
改

築
を
平
成
31
年
度
に
着
手
す
る
予
定
で
あ
り
、

こ
れ
を
も
っ
て
当
面
の
大
き
な
施
設
整
備
は
完

了
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
保
育
士
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
全
て

の
ク
ラ
ス
担
任
保
育
士
を
正
職
員
に
す
る
よ
う

採
用
を
増
や
し
て
き
て
お
り
、
平
成
31
年
度
よ

り
、
そ
の
体
制
で
保
育
で
き
る
も
の
と
見
込
ん

で
い
ま
す
。

　

保
育
の
ソ
フ
ト
面
に
つ
い
て
は
、
保
育
士
の

専
門
性
が
求
め
ら
れ
、
組
織
的
に
質
の
向
上
を

図
る
こ
と
が
課
題
で
あ
り
、
様
々
な
専
門
研
修

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
平
成
30

年
度
予
算
に
お
い
て
、
公
立
と
民
間
保
育
園
19

園
の
保
育
士
な
ど
で
構
成
す
る
「
せ
き
市
保
育

会
」
で
専
門
研
修
事
業
を
実
施
し
、
保
育
士
の

資
質
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

　
介
護
施
設
整
備

質
問　

整
備
計
画
は

　

答
弁　

岐
阜
県
が
実
施
し
た
、
県
内
の
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所
申
込
者
の
状
況
調

査
で
は
、
昨
年
６
月
１
日
現
在
の
本
市
の
入
所

待
ち
の
方
は
１
９
９
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
市
内
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所
申

込
み
か
ら
入
所
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
各
施
設

に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
約
３
～
４
カ
月
で

あ
り
、
施
設
に
よ
っ
て
は
１
カ
月
以
内
の
入
所

が
可
能
で
あ
る
状
況
で
す
。
ま
た
、
過
去
３
年

間
の
市
の
介
護
認
定
者
数
は
４
，
０
０
０
人
台

前
半
の
数
値
で
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
り
、
今
後
３

年
間
も
急
激
な
増
加
は
見
込
ん
で
い
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
平
成
30
年
度
か
ら
３
年
間
の
第
７

期
介
護
保
険
事
業
計
画
で
は
、
現
在
の
待
機
状

況
を
勘
案
し
、
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
増
床
は

必
要
な
い
と
判
断
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
認
知

症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
施
設
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
認
知
症
の
方
の
増
加
は
見
込
ま
れ
る
も

の
の
、
現
在
の
待
機
状
況
か
ら
、
第
７
期
の
計

画
に
お
い
て
９
床
の
増
床
で
対
応
し
て
い
く
予

定
と
し
て
い
ま
す
。

　
空
き
家
対
策
の
推
進

質
問　

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
進
捗
状
況
は

　

答
弁　

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
は
、
旧
町
村
地

域
と
富
野
地
域
を
対
象
に
平
成
22
年
度
か
ら
始

め
、
現
在
ま
で
に
43
件
の
登
録
が
あ
り
ま
す
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
は
、過
疎
地
域
の
振
興
事
業
・

移
住
促
進
事
業
と
し
て
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

29
年
度
か
ら
は
、
市
街
地
の
空
き
家
も
利
活
用

の
た
め
取
り
扱
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。
そ
れ
に

伴
い
、
空
き
家
所
有
者
が
安
心
し
て
登
録
で
き

る
よ
う
に
、
仲
介
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
を

有
す
る
不
動
産
業
者
な
ど
と
の
連
携
を
模
索
し
、

１
月
に
岐
阜
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
と
連
携

協
定
を
結
び
、
２
月
に
同
協
会
所
属
の
市
内
10

社
と
事
業
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
空
き
家
バ
ン
ク
を
通
し
た
移
住
定
住

の
推
進
体
制
の
強
化
を
図
る
た
め
、
平
成
30
年

度
に
宅
地
建
物
取
引
主
任
者
の
資
格
を
有
す
る

方
を
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
採
用
し
、

週
３
日
程
度
配
置
す
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
関
市
の
空
き
家
へ
の
移
住
希
望

者
が
安
心
し
て
相
談
で
き
る
体
制
を
整
え
、
さ

ら
な
る
移
住
促
進
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
関
シ
テ
ィ
タ
ー
ミ
ナ
ル

質
問　

バ
ス
の
中
心
発
着
点
と
考
え
、
乗
り
入

れ
回
数
を
増
や
し
て
は

　

答
弁　

関
市
役
所
は
買
い
物
循
環
線
、
市
街

地
病
院
循
環
線
の
起
点
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

関
シ
テ
ィ
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
は
１
路
線
で
１
回
し

か
バ
ス
が
立
ち
寄
ら
ず
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
乗
り

換
え
る
方
に
は
、
不
便
な
状
況
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

関
シ
テ
ィ
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
市
の
公
共
交
通
の

拠
点
と
な
る
場
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
30

年
度
に
循
環
線
の
経
路
と
し
て
タ
ー
ミ
ナ
ル
に

２
回
は
停
車
す
る
時
刻
改
正
や
路
線
の
再
編
の

見
直
し
を
検
討
し
、
こ
の
状
況
を
早
い
段
階
で

改
善
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
刃
物
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
回
廊
の
建

設
な
ど
に
よ
り
、
関
シ
テ
ィ
タ
ー
ミ
ナ
ル
へ
の

市
外
か
ら
の
利
用
者
の
増
加
も
見
込
ま
れ
る
の

で
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
の
発
着
を
増
や
す
こ
と

の
ほ
か
、
刃
物
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
回
廊
を
含
め
た

市
街
地
観
光
施
設
を
回
る
路
線
な
ど
見
直
し
も

行
い
、
市
の
シ
テ
ィ
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
し
て
市
内

外
の
方
々
に
利
便
性
の
高
い
交
通
拠
点
と
な
る

よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
防
災
行
政
無
線

質
問　

課
題
と
対
策
は

　

答
弁　

防
災
行
政
無
線
は
、
住
民
の
皆
さ
ん

に
情
報
を
一
斉
に
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

防
災
情
報
を
は
じ
め
、
防
犯
情
報
や
生
活
安
全

情
報
、
朝
・
昼
・
夕
の
定
時
音
楽
な
ど
各
種
の

情
報
を
放
送
し
て
い
ま
す
。
防
災
行
政
無
線
の

課
題
と
し
て
は
、
無
線
の
性
質
上
、
気
温
や
湿

度
、
天
候
の
状
況
や
山
な
ど
の
地
形
の
影
響
を

受
け
る
場
合
も
あ
る
こ
と
、
屋
内
で
窓
を
閉
め

て
い
る
と
放
送
が
聞
き
取
り
に
く
い
場
合
が
あ

る
こ
と
な
ど
で
す
。
ま
た
、
行
政
区
域
境
の
付

近
で
は
、
他
の
自
治
体
の
無
線
放
送
が
聞
こ
え

て
し
ま
う
た
め
、
情
報
が
把
握
し
づ
ら
い
と
い

っ
た
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
課
題
へ
の
対
策
と
し
て
、
防
災

行
政
無
線
の
放
送
内
容（
一
部
の
放
送
を
除
く
）

に
つ
い
て
は
、
同
時
に
関
市
あ
ん
し
ん
メ
ー
ル

に
よ
り
情
報
を
配
信
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
放
送
内
容
を
電
話
で
確
認
で
き
る
よ
う
、

無
料
の
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
☎
０
８
０
０

―
２
０
０
―
８
７
７
３
）
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
放
送
が
聞
き
取
り
に
く
い
と
い
う
連
絡

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
業
者
に
よ
る
現
場
調
査

を
実
施
し
、
機
器
に
異
常
が
な
け
れ
ば
、
屋
外

ス
ピ
ー
カ
ー
の
方
向
を
調
整
す
る
な
ど
の
対
応

を
し
て
い
ま
す
。
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Ｑ
．
市
の
予
算
や
決
算
は
ど
の
よ
う
に
審
査
す

る
の
？

　

Ａ
．　

地
方
自
治
法
で
市
の
予
算
や
決
算

を
決
め
る
に
は
議
会
の
議
決
が
必
要
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
市
長
は
新
年
度
の
予
算
を
立
案
し
、

通
常
３
月
の
定
例
会
に
提
出
し
ま
す
。
提
出
さ

れ
た
予
算
は
、
議
長
を
除
く
全
議
員
で
構
成
さ

れ
る
予
算
特
別
委
員
会
に
お
い
て
詳
し
く
審
査

さ
れ
た
後
、
本
会
議
で
採
決
し
ま
す
。

　

一
方
、
前
年
度
の
決
算
は
８
～
９
月
頃
ま
で

に
資
料
を
作
成
し
、
通
常
９
月
の
定
例
会
に
提

出
さ
れ
ま
す
。
こ
ち
ら
は
３
つ
の
常
任
委
員
会

に
付
託
さ
れ
て
詳
し
く
審
査
さ
れ
た
の
ち
、
本

会
議
で
認
定
す
る
か
ど
う
か
を
採
決
し
ま
す
。

決
算
審
査
に
お
い
て
議
員
か
ら
出
さ
れ
た
意
見

や
提
言
な
ど
は
、
次
年
度
の
予
算
編
成
に
反
映

さ
れ
て
い
き
ま
す
。

◆
議
場
傍
聴
席
に
難
聴
者
用
聞
こ
え
支
援
設
備

を
設
置

　

平
成
30
年
第
１
回
定
例
会
よ
り
、
耳
の
聞
こ

え
に
く
い
方
も
傍
聴
で
き
る
よ
う
、
本
会
議
場

の
す
べ
て
の
傍
聴
席
に
聞
こ
え
支
援
設
備
（
ヒ

ア
リ
ン
グ
ル
ー
プ
）
を
設
置
し
ま
し
た
。
傍
聴

の
際
に
ご
利
用
の
方
は
、
議
会
事
務
局
ま
で
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
照
会
先　

議
会
事
務
局 （
☎
23
―
９
０
６
８
）

 
関
市
議
会
Q
&
A

 

審
議
の
結
果

関
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
一
部
改
正

関
市
文
化
会
館
条
例
の
一
部
改
正

関
市
地
区
公
民
セ
ン
タ
ー
の
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

関
市
公
設
地
方
卸
売
市
場
設
置
条
例
の
一
部
改
正

関
市
小
口
融
資
条
例
の
一
部
改
正

関
市
企
業
立
地
促
進
条
例
の
一
部
改
正

関
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

関
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

関
市
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営

等
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定

関
市
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
並
び
に

指
定
介
護
予
防
支
援
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な

支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

関
市
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運

営
並
び
に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め

の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

関
市
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

関
市
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定
に
関

す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

関
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

関
市
留
守
家
庭
児
童
教
室
条
例
の
一
部
改
正

関
市
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正

企
業
立
地
の
促
進
等
に
よ
る
地
域
に
お
け
る
産
業
集
積
の
形
成
及
び
活
性
化
に

関
す
る
法
律
に
係
る
関
市
固
定
資
産
税
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

関
市
税
条
例
の
一
部
改
正

関
市
基
金
条
例
の
一
部
改
正

関
市
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正

議
案
名

可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決
可
決
可
決

可
決

可
決
可
決
可
決

審
議
結
果

地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
へ
の
加
入
を
求
め
る
意
見
書

関
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正

関
市
教
育
委
員
会
の
教
育
長
の
任
命

関
市
監
査
委
員
の
選
任

平
成
30
年
度
関
市
水
道
事
業
会
計
予
算

平
成
30
年
度
関
市
特
別
会
計
予
算
〈
10
件
〉

【
国
民
健
康
保
険
／
下
水
道
／
財
産
区
／
中
小
企
業
従

業
員
退
職
金
共
済
事
業
／
食
肉
セ
ン
タ
ー
事
業
／
農
業

集
落
排
水
事
業
／
公
設
地
方
卸
売
市
場
事
業
／
介
護
保

険
事
業
／
有
線
放
送
事
業
／
後
期
高
齢
者
医
療
】

平
成
30
年
度
関
市
一
般
会
計
予
算

平
成
29
年
度
関
市
特
別
会
計
補
正
予
算〈
８
件
〉

【
国
民
健
康
保
険（
第
５
号
）／
下
水
道（
第
６
号
）･

（
第
７
号
）／
財
産
区（
第
１
号
）／
中
小
企
業
従
業
員
退

職
金
共
済
事
業（
第
１
号
）／
農
業
集
落
排
水
事
業

（
第
４
号
）･（
第
５
号
）／
介
護
保
険
事
業（
第
３
号
）】

平
成
29
年
度
関
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
９
号
）･（
第

10
号
）･（
第
11
号
）

専
決
処
分
の
承
認
【
平
成
29
年
度
関
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
８
号
）
】

市
道
路
線
の
認
定

市
道
路
線
の
廃
止

財
産
の
無
償
譲
渡
（
旧
関
市
高
齢
者
い
き
い
き
生
活
館

い
ち
ょ
う
の
家
）

工
事
請
負
契
約
の
変
更
（
（
仮
称
）
富
岡
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
新
築
（
建
築
）
工
事
）

中
濃
地
域
農
業
共
済
事
務
組
合
規
約
の
変
更
に
関
す
る
協
議

議
案
名

可
決
可
決
同
意
同
意
可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

承
認

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

審
議
結
果

条例関係

一般議案補正予算新年度予算人事案件議員提案
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　市長という立場にならせていただき 7 年目、これ

まで関市の PR として「日本一の刃物のまち・関市」

というキーワードで、エッジを立たせた尖がった宣伝

をしてきたつもりです。

　「信長の野望　日本刀の世界展」を始めとするゲー

ムと日本刀のコラボを皮切りに、「エヴァンゲリヲン

と日本刀展」、「バケモノの子と刀の世界展」や「ライ

トセーバーと関鍛冶展」、関市 PR 動画「もしものハ

ナシ」、井村屋あずきバーの日本刀アイス、ふるさと

納税での日本刀や 200 種類以上の刃物の返礼品など、

まだ足りないところはありますが、一定程度は「刃物

のまち・関市」を知っていただき、関市への来訪者

の増加や刃物の売上げアップにつなげることができ

たのでは、と思います。

　今年度は刃物に加えて、関市の魅力であり自慢の

ひとつである「小瀬鵜飼」の PR にも力を入れたいと

思います。

　先月 4 月に、東京スカイツリーのすぐ下のソラマ

チひろばにおいて、「東京鵜飼釣り in 東京スカイツ

リータウン」と銘打ったイベントを開催し、「小瀬鵜

飼」を PR する機会をつくりました。鵜飼の生実演

や、鵜匠になりきり紐を引いて本物の「スカイツリー」

を釣り上げる「鵜飼釣り」アトラクション、うまい棒

でおなじみの駄菓子メーカーとのコラボによる「“ 鵜” 

まい棒」の配布など、大人から子どもまで多くの方に

「小瀬鵜飼」の魅力に触れていただきました。

　観光という観点からは、関市はまだまだやるべき

ことが山積していますが、関鍛冶伝承館を改修して

海外からの観光客の皆さんにも楽しんでいただける

ようにしたように、行政、民間、市民の皆さんそれ

ぞれ関市全体で受け入れ態勢を整えていかなければ

ならない、と思います。
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★ 「小瀬鵜飼」ＰＲにも力を★

市役所の人事異動 ４月１日付で、３２５人の人事異動を行いました。	
課長級以上の異動は次のとおりです。　※（　　）内は旧任

■照会先　秘書課（☎23-9214）

　【部長級】
▷市長公室長(秘書広報課長)	井上敬一
▷財務部長(総務部長)	下村等
▷協働推進部長(教育委員会事務局長)	渡辺数忠
▷健康福祉部長(福祉部長)	浅野典之
▷産業経済部長(観光交流課長)	横山伸治
　【課長級】	
▷市長公室付課長兼中濃地域広域行政事務組合派遣(水道課長)	中村進
▷秘書課長(職員課長)	後藤勝巳
▷企画広報課長兼シティプロモーション推進室長(企画政策課長
　兼電子情報室長)	森川哲也
▷行政情報課長兼電子情報室長兼選挙管理委員会事務局長(都
　市整備課長)	安田肇
▷財政課長(総務管財課長兼選挙管理委員会事務局長)	相宮定
▷管財課長(生活環境課長)	津谷典男
▷税務課長(財政課長)	平川恭介
▷契約検査課長(税務課主幹兼収納推進室長)	森慎治
▷スポーツ推進課長兼総合体育館長(議会事務局次長)	西部延則
▷協働推進部付課長兼洞戸事務所長(国保年金課主幹兼板取診
　療所事務長)	鷲見弘幸
▷福祉政策課長兼総合福祉会館長(国保年金課主幹洞戸診療所
　事務長)	市橋道子
　【転出者】（３月３１日付）
▷岐阜県教育委員会(関商工高等学校長)	山田雄治
▷岐阜県教育委員会(関商工高等学校副校長)	増田文代
　【退職者】（３月３１日付）
▷(市長公室長)	山下清司
▷(企画部長)	桜田公明
▷(経済部長)	永田千春
▷(建設部長)	坂井英一
▷(水道部長)	岩佐隆司

▷基盤整備部長(税務課長)	三尾幸治
▷基盤整備部参事(建設部参事)	戸田健吾
▷会計管理者兼会計課長(スポーツ推進課長)	足立光明
▷教育委員会事務局長(福祉政策課長)	北瀬美幸
▷関商工高等学校長(岐阜県教育委員会)	正村達裕
	
▷市民健康課長(関市保健センター所長)	西部靖
▷保険年金課長(市民課課長補佐兼西部支所長)	村瀬富喜子
▷環境課長(生活環境課主幹兼清掃事務所長)	福井正典
▷観光課長兼関鍛冶伝承館長(観光交流課主幹兼刃物ミュージアム回
　廊推進室長)	今井田和也
▷農林課長兼農業委員会事務局長(農務課長兼農業委員会事務局長)	
　西部成敏
▷建設総務課長(林業振興課長)	後藤浩孝
▷都市計画課長兼総合交通推進室長(都市計画課長)	市原克美
▷水道課長(農務課主幹)	奥田重雄
▷下水道課長兼浄化センター所長(下水道課長)	篠田久善
▷学校教育課長兼まなびセンター所長(岐阜県教育委員会)加藤敬仁
▷関商工高等学校副校長(岐阜県教育委員会)	谷口正明
	
	
	
▷岐阜県教育委員会(学校教育課長)	森正昭
	
	
▷(会計管理者兼会計課長)	二俣幸二
▷(企画部付課長兼洞戸事務所長)	安達博雄
▷(契約検査課長)	可児茂
▷(国保年金課長)	中島好子
▷(建設総務課長)	後藤俊哉
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3月18日〜4月15日にあった
市内の話題を中心にご紹介します。

　関市の将来の姿を画いた、「関市第５次総合計
画」の完成を記念して、実際のまちづくり活動を紹介
するイベント「VOICE FES.」が開催されました。高校
生のマニフェスト大会では、結婚応援金制度の提案
など、多くの若者らしいアイデアが発表され、ワーク
ショップ、地域のグルメとあわせ、会場は大いに盛り
上がりました。

まちづくりって、楽しいことだ！

装いも新たにリニューアルオープン♪

決意を胸に

友好都市からの贈りもの

　3 月18 日、中池公園陸上競技場を発着点に市街
地において「刃物のまち関シティマラソン」が開催
されました。今回は、北海道から沖縄県まで全国か
ら3,207 人のランナーがエントリーされ、関の町並
みやのどかな田園風景を満喫しながら、さわやかな
汗を流しました。

　昨年の秋から改修工事をしていた関鍛冶伝承館鍛

錬場が、リニューアルオープンしました。外壁や座席

を設置したことで、これまでより快適に観覧が可能に。

また、新たに設置された内部のモニターでは、日本刀

制作工程の解説映像を放映することができます。当日

は、大勢の観光客が座席で快適に観覧しました。

　4 月 15 日、刃物まつりが昨年 50 回目を迎えた
ことを記念して、東京都豊島区から桜 (ソメイヨシノ)
の苗木が寄贈されました。同区は、関市と防災協
定などで友好関係にあり、ソメイヨシノ発祥の地で
もあります。5 本の苗木が寄贈され、3 本は寺尾ヶ
原千本桜公園に、その他 2 本は市役所本庁舎敷地
内と濃州関所茶屋にそれぞれ植樹されました。

　4 月1 日、わかくさ・プラザにおいて平成30 年度
関市消防団辞令交付式が行われました。新たに141
人が入団し、市民の生命、身体、財産を守るため活動
します。新入団員を代表して、武芸川第2 分団・恩田
優也さんが「誠実かつ公正な活動に当たります。」と
力強く宣誓されました。

刃物のまちを駆け抜ける
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